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特集
新市誕生10周年の
　一年を振り返って

未来へ
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光
市
は
昨
年
、
旧
光
市
と
大
和

町
が
合
併
し
て
10
年
の
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
お
祝
い

す
る
た
め
に
、
平
成
26
年
１
月
か

ら
平
成
27
年
３
月
に
か
け
て
、
新

市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
は
、
新
市
誕
生
10

周
年
記
念
事
業
市
民
実
行
委
員

会
（
濱
田
匠
委
員
長
）
が
策
定
し

た
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
市
主
催

の
事
業
、
市
民
や
企
業
・
団
体
の

皆
さ
ん
が
実
施
す
る
市
民
提
案
事

業
、
協
賛
事
業
な
ど
、
50
を
超
え

る
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

笑
顔
い
っ
ぱ
い

  
光
り
輝
き　

10
周
年

    
輝
き
続
け
て  

未
来
へ

　

各
記
念
事
業
で
は
、
参
加
者
全

員
で
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
で

10
周
年
を
祝
福
。
事
業
を
通
し
て
、

人
と
人
、
地
域
と
地
域
が
ひ
と
つ

と
な
り
、
ま
ち
全
体
が
光
輝
い
た

一
年
間
で
し
た
。

　

新
市
誕
生
10
周
年
を
経
て
、
私

た
ち
は
未
来
へ
向
け
て
新
た
な
歩

み
を
始
め
ま
し
た
。
い
ま
を
生
き

る
大
人
や
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な

く
、
将
来
に
わ
た
っ
て
そ
こ
に
住

む
人
が
「
幸
せ
」
を
実
感
で
き
る

「
ゆ
た
か
な
社
会
」
の
実
現
に
向

け
て
、
こ
の
記
念
す
べ
き
年
を
さ

ら
な
る
飛
躍
に
向
け
た
新
た
な
出

発
点
と
し
て
い
き
ま
す
。

特
集　

新
市
誕
生
10
周
年
の
一
年
を
振
り
返
っ
て

１
月
10
日

３
月
26
日

5
月
1
日

5
月
10
日

5
月
17
日

5
月
18
日

5
月
30
日

6
月
2
日

6
月
22
日

7
月
12
日

7
月
15
日

7
月
26
日

7
月
28
日

7
月
30
日

　
8
月
2
日

8
月
3
日

8
月
4
日

8
月
21
日

8
月
22
日

8
月
23
日

8
月
31
日

9
月
2
日

9
月
7
日

9
月
14
日

9
月
15
日

9
月
21
日

主
な
記
念
事
業
（
平
成
26
年
1
月
〜
平
成
27
年
3
月
）

…
市
民
提
案
事
業　

…
協
賛
事
業

そ
の
他
…
市
主
催
事
業
（
実
行
委
員
会
な
ど
へ
の
交
付
金
な
ど
の

交
付
に
よ
る
実
施
を
含
む
）

新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
市
民
実
行
委
員
会
設
置

新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」「
テ
ー
マ
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
決
定

光
市
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
（
特
別
局
）

開
局ス

ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
in
光
２
０
１
４

ピ
ア
ノ
マ
ラ
ソ
ン

光
き
ら
め
き
大
使
あ
さ
み
ち
ゆ
き
ば
ら
祭
コ
ン
サ
ー
卜
in
冠
山

総
合
公
園

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
公
開
ラ
ジ
オ
録
音

新
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業
「
の
ぼ
り
旗
」
完
成
報
告
会

カ
ル
タ
De
デ
ー
ト
（
光
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
大
会
）

も
の
ま
ね
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
コ
ロ
ッ
ケ
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
４

市
民
夏
季
大
学
（
26
日
、
30
日
）

光
花
火
大
会

苦
手
克
服
ス
ポ
ー
ツ
塾
（
７
月
29
日
、
８
月
４
日
・
５
日
、
18

日
・
19
日
、
25
日
）

ひ
か
り
の
水
「
伊
藤
公
ラ
ベ
ル
」
お
披
露
目
セ
レ
モ
ニ
ー

光
プ
レ
ミ
ア
ム
付
市
内
共
通
商
品
券
発
売

２
０
１
４
お
っ
ぱ
い
ま
つ
り
（
３
日
ま
で
）

光
の
恵
み
料
理
コ
ン
テ
ス
ト　

〜
食
育
グ
ラ
ン
プ
リ
〜

伊
藤
公
に
続
け
!!
ひ
か
り
「
夢
大
使
」
事
業
中
学
生
ロ
ン
ド
ン
派

遣
（
11
日
ま
で
）

全
国
自
然
敬
愛
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
４

Ｓ
Ａ
Ｑ
（
子
ど
も
の
身
体
能
力
向
上
）
ア
カ
デ
ミ
ー

岩
田
駅
前
ワ
イ
ワ
イ
ま
つ
り

光
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
い
ち
ば
ん
星
み
つ
け
た
」
公
演

伊
藤
公
資
料
館
企
画
展
「
伊
藤
の
じ
ゅ
う
」（
11
月
24
日
ま
で
）

ミ
ニ
生
花
展

水
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
大
会

光　

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　

マ
ル
シ
ェ
（
展
示
販
売
イ
ベ
ン
ト
）

市
長
と
気
軽
に
バ
ス
ツ
ア
ー
「
光
の
秋
収
穫
祭
ツ
ア
ー
」（
９
月

27
日
「
海
か
ら
見
る
光
市
」、
11
月
15
日
「
癒
し
の
女
子
旅
」）

市
民
コ
ン
サ
ー
ト

10th Anniversary
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10
月　
　

10
月
３
日

10
月
4
日

10
月
5
日

10
月
11
日

10
月
12
日

10
月
21
日

10
月
24
日

10
月
26
日

11
月
1
日

11
月
2
日

11
月
8
日

11
月
9
日

11
月
16
日

11
月
22
日

11
月
29
日

12
月
14
日

12
月
21
日

1
月
11
日

1
月
17
日

1
月
18
日

1
月
24
日

２
月
８
日

2
月
21
日

2
月
22
日

2
月
27
日

3
月
8
日

3
月
15
日

3
月
21
日

3
月
29
日

市
勢
要
覧
お
よ
び
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行

新
市
誕
生
10
周
年
お
祝
い
献
立
（
給
食
セ
ン
タ
ー
）

新
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典

２
０
１
４
光
ま
つ
り

「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
光
」
公
開
テ
レ
ビ
収
録

み
た
ら
い
湾
花
火
大
会

ゆ
ー
ぱ
ー
く
光
２
周
年
感
謝
祭

市
美
術
展
（
前
期
10
月
26
日
ま
で
、後
期
10
月
28
日
〜
11
月
２
日
）

光
ア
ー
ト
＆
ク
ラ
フ
ト「
想
・
創
ま
つ
り
」（
第
９
回
）（
26
日
ま
で
）

秋
季
切
手
展

伝
統
文
化
芸
能
祭

光
市
一
周
ウ
ォ
ー
ク
（
11
月
29
日
、
平
成
27
年
２
月
21
日
）

光
輝
く　

10
（
テ
ン
）
フ
ェ
ス
タ

光
市
に
夢
と
希
望
を
託
し
「
学
生
書
道
展
」（
9
日
ま
で
）

図
書
館
ま
つ
り
２
０
１
４

伊
藤
公
カ
ッ
プ
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

ひ
か
り
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

光
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
大
会

誕
生
記
念
植
樹

光
さ
か
な
ま
つ
り

あ
さ
み
ち
ゆ
き
ハ
ー
ト
フ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

小
学
生
駅
伝
競
走
大
会

光
市
駅
伝
競
走
大
会

光
市
女
性
の
つ
ど
い

光
の
自
慢
・
地
域
の
自
慢
「
ふ
る
さ
と
凧
上
げ
大
会
」

光
市
国
際
交
流
の
つ
ど
い

至
高
の
ハ
ー
モ
ニ
ー　

〜
室
内
楽
名
曲
コ
ン
サ
ー
ト
〜

梅
ま
つ
り
コ
バ
ル
ト
・
ウ
ォ
ー
ク

林
家
木
久
扇
・
三
遊
亭
円
楽　

二
人
会

障
害
者
芸
術
文
化
展
と
障
害
理
解
の
講
座
（
３
月
１
日
ま
で
）

藤
公
の
里
マ
ラ
ソ
ン
大
会
・
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
ク

ア
ラ
還
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
光

市
内
一
周
ふ
る
さ
と
バ
ス
ツ
ア
ー
（
光
ふ
る
さ
と
カ
ル
タ
大
会
）

コ
ス
プ
レ
維
新
の
日
（
光
市
の
新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
作
成

と
展
開
）

「
手
と
て
」
〜
災
害
支
援
の
現
状
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
〜

周
防
の
森
ロ
ッ
ジ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

光
市
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
（
特
別
局
）

閉
局光　

Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　

マ
ル
シ
ェ  

‘15
春
（
展
示
販
売
イ
ベ
ン
ト
）

3
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■ 2014 おっぱいまつり
　平成 26 年 8 月 2 日、3 日、2014
おっぱいまつりを開催。延べ 3,850
人が来場し、子育て支援の「わ」がさ
らに広がる２日間となりました。

　市が新市誕生 10周年記念
事業として実施した事業の
うち、一部をご紹介します。

【
一
年
を
振
り
返
っ
て
】

市
民
特
派
員　

新
市
誕
生
10
周
年

の
節
目
の
年
を
終
え
、
今
の
お
気

持
ち
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
長　

一
年
間
、
た
く
さ
ん
の
行

事
を
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
が
実

施
す
る
事
業
、
市
民
提
案
事
業
の

ほ
か
、
10
周
年
を
お
祝
い
す
る
企

業
や
団
体
の
皆
さ
ん
に
よ
る
協
賛

事
業
な
ど
、
50
を
超
え
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
素
晴
ら
し

い
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

濱
田　

市
民
実
行
委
員
会
委
員
長

と
し
て
、
事
業
を
進
め
て
い
く
上

で
、
た
く
さ
ん
の
人
と
お
会
い
す

る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
楽
し
い

一
年
と
な
り
ま
し
た
。
記
念
事
業

を
通
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
た

く
さ
ん
の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

新市誕生 10周年を礎として、光輝く未来へ
記念対談　市長×市民実行委員会委員長

光輝く未来へ
（聞き手…市民特派員）

市
民
特
派
員　

記
念
事
業
は
ど
の

よ
う
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
進
め
ら
れ

て
き
た
の
で
す
か
。

市
長　
「
未
来
へ
の
礎
を
つ
く
る
」

と
い
う
気
持
ち
で
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
10
周
年

は
ひ
と
つ
の
通
過
点
で
あ
り
、
20

年
後
、
30
年
後
を
見
据
え
、
輝
き

続
け
る
未
来
へ
の
礎
を
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
強
い
意
志
を
持
っ
て

事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

濱
田　

市
民
実
行
委
員
会
に
お
い

て
、
記
念
事
業
の
指
針
と
な
る
基

本
理
念
を
策
定
し
ま
し
た
。
記
念

事
業
が
み
ん
な
で
楽
し
く
、
絆
を

深
め
な
が
ら
、
夢
と
希
望
、
笑
顔

が
あ
ふ
れ
る
未
来
に
つ
な
げ
、
光

市主催の
新市誕生 10周年

記念事業

10th Anniversary

■伊藤公に続け !!ひかり「夢大使」事業
　平成 26年 8月 4日～ 11日、グロ
ーバルな視点で地域貢献できる青少年
リーダーを養成するため、市内の中学
生6人を英国ロンドンに派遣しました。

▲左から
市民特派員（澁谷行照さん）、市民特派員（佐々木美智留さん）、光市長
市川熙、新市誕生 10 周年記念事業市民実行委員会委員長濱田匠さん、
市民特派員（青戸玲子さん）

※実行委員会などへの交付金などの
交付による実施を含みます。
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■全国自然敬愛サミット 2014
　平成 26 年 8 月 21 日、豊かな自然
を次世代へ引き継いでいく決意を表し
た「自然敬愛宣言」を行い、全国に向
けて自然敬愛の精神を発信しました。

■伝統文化芸能祭
　平成 26 年 11 月 1 日、市内の伝統
芸能保存会が一堂に会し、郷土の伝統
文化芸能の次代への継承などを目的と
した伝統文化芸能祭を開催しました。

■新市誕生 10 周年記念式典
　平成 26 年 10 月 4 日、10 年間の
軌跡を振り返るとともに光輝く未来へ
思いを込めて、記念式典を開催しまし
た。

新市誕生 10周年の一年を振り返って

の
元
気
を
発
信
し
て
い
く
も
の
に

な
っ
て
ほ
し
い
、
と
い
う
思
い
を

込
め
て
つ
く
り
あ
げ
ま
し
た
。

市
民
特
派
員　

そ
の
中
で
も
市
民

提
案
事
業
（
６
〜
７
頁
参
照
）
は

市
民
の
底
力
を
感
じ
ら
れ
る
企
画

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。

濱
田　

そ
う
で
す
ね
。
基
本
理
念

に
沿
っ
た
形
で
、
た
く
さ
ん
の
人

が
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
、
楽
し

く
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
絆
が
深
め
ら

れ
る
よ
う
な
も
の
ば
か
り
で
し

た
。
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
楽
し
め

る
、
内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
の

事
業
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

市
長　

私
も
い
く
つ
か
の

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
が
、
光
市
の

魅
力
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、

市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の

機
会
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
未
来
へ
向
け
て
】

市
民
特
派
員　

10
周
年
の
節
目
を

経
て
、
こ
れ
か
ら
の
光
市
の
未
来

に
向
け
て
の
思
い
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

濱
田　

こ
の
一
年
で
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
今
ま
で
以
上
に
強
く

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
記
念

事
業
を
通
し
て
結
ば
れ
た
人
と

人
、
地
域
と
地
域
の
連
携
を
活
か

し
、
ふ
る
さ
と
光
市
の
よ
さ
を
次

世
代
に
受
け
継
ぎ
、
市
民
の
一
人

と
し
て
素
晴
ら
し
い
未
来
の
光
市

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

市
長　

新
市
誕
生
10
周
年
の
節
目

を
経
て
、
私
た
ち
は
次
の
10
年
、

20
年
と
い
う
未
来
へ
向
け
て
、
新

た
な
第
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
私
た
ち
の
前
に
立
ち
は
だ
か

る
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
は
避

け
て
は
通
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

市
民
共
通
の
財
産
で
あ
る
素
晴
ら

し
い
自
然
に
抱
か
れ
な
が
ら
、
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
ち
、
ふ

れ
あ
い
と
思
い
や
り
の
心
を
も
っ

て
、
誰
も
が
安
全
・
安
心
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
っ

て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
が
進
む

べ
き
道
で
あ
る
と
、
確
信
を
も
っ

て
感
じ
て
い
ま
す
。

市
民
特
派
員　

貴
重
な
お
話
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ル
で
、

楽
し
め

ののも
に
、

絶
好
の

す
。
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人と人とのつながりで広がった市民提案事業

光市新市誕生 10周年記念アマチュア無線局（特別局）

新市誕生 10周年記念

　新市誕生 10 周年を記念して、市民の皆さんが企画・実施するイベントを「市民提案事業」として募集。子育て、
文化、世代間交流、障害理解といった幅広いテーマでさまざまなイベントが笑顔いっぱいで繰り広げられました。
　「たくさんの市民の皆さんと10 周年をお祝いしたい」という共通の思いのもと、それぞれの事業に取り組んでこ
られた 9団体の代表者に、イベントに込められた思いなどについて伺いました。

光アマチュア無線クラブ  
鈴木  英生 さん

　10 周年を記念した特別局を開設し、国
内外のアマチュア無線局との交信を通して、
光市の魅力を広くPR することができたと思
います。これからもアマチュア無線を通して、
光市の知名度アップと地域貢献に取り組ん
でいきたいと思います。

平成 26 年 5月～平成 27 年 3月

水ロケット製作と打ち上げ大会

日本宇宙少年団　周南分団　
志水  慶一 さん

　水ロケットの製作、打ち上げ大会を通し
て子どもたちにものづくりの大切さなどを伝
えることができました。今後も、ものづくり
や科学の体験学習などを通して、「ひとづく
り」から光市の発展につながる努力を行っ
ていきたいと思います。

平成 26 年 7月 27 日、8月 3日、8月 24 日、9月 14 日

た市民提案事業
案事業 として募集 子育て

10th Anniversary

光ふるさとカルタ大会

光ふるさとカルタ実行委員会　
藤田  賢 さん

　地域の伝承などが詰まった「光ふるさと
カルタ」を使って、世代を越えた交流や新
しい発見がたくさんありました。カルタ大会、
バスツアーを通して、光市がひとつのまち
であることを参加者とともに再認識すること
ができましまた。

平成 26 年 6月 22 日、11 月 16 日、平成 27 年 3月 15 日

光紙芝居
末岡  美由紀 さん

　市内 9地域で、同時に凧
たこ

を上げる難しい
事業でしたが、地域の皆さんのおかげで素
晴らしいイベントになりました。凧あげを通
してつながった地域と地域の連携を活かし
て、光市をもっと元気にする「心のふるさ
とづくり」を進めていきたいと思います。

光の自慢・地域の自慢「ふるさと凧上げ大会」
平成 26 年 7月～平成 27 年 1月

6広報ひかり　平成27年4月25日号
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光市の新しいキャラクターの作成と展開

光市の新しいキャラクターを勝手に作る会
南雲  紀良 さん

　光市の新しいキャラクターの作成と、伊
藤公記念公園でのコスプレイベントによっ
て光市のイメージアップを図ることができた
と思います。アニメや漫画などの若者文化
を地域の活性化や情報発信となるような取
り組みにつなげていきたいと思います。

平成 26 年 10 月 5日、平成 27 年 3月 15 日

光アート＆クラフト「想・創まつり」実行委員会
梅津  敏英 さん

　光市をもっときらめかせたいとの思いか
ら、全国の工芸作家の作品の展示会とステー
ジパフォーマンスを楽しむまつりを企画しま
した。作品の作り手・使い手・聞き手の想
いが交じり合い、互いに成長し合える文化
交流の場とすることができたと思います。

光アート＆クラフト「想・創まつり」（第 9回）
平成 26 年 10 月 24 日～ 26 日

光　輝く母の会
松本  奈津美 さん

　赤ちゃんハイハイレースや映画の名曲の
合唱など、親子一人ひとりが主役となり、楽
しむイベントとなりました。今後も、一人で
も多くの人がつながり、未来につながる活
動に取り組んでいきたいと思います。

光輝く　10（テン）フェスタ
平成 26 年 11 月 2日

あいサポート運動をひろめる会
城  彦二郎 さん

　障害者による作品の展示と障害者への理
解を得るための講座を開催しました。今後
は若い人たちにも参加を呼びかけ、「あな
たの隣にいる障害者の心」を感じ取ってく
れる人が、一人でも多くなるような活動に取
り組んでいきたいと思います。

障害者芸術文化展と障害理解の講座セット開催
　　ノーマライゼーション社会にむけ、一歩を踏み出す年へ
平成 27 年 2月 27 日～ 3月 1日

ウィメンズ光
坪井  玲子 さん

　子どもたちの「光自慢」を筆で文字にす
ることで、伝統文化である書道の楽しみを子
どもたちに伝えることができたと思います。
光市の子どもたちが柔らかな毛筆で字を書く
ことにより、美しい心、継続する心、精神統
一の心が育まれていくことを願っています。

光市に夢と希望を託し「学生書道展」
平成 26 年 11 月 8日～ 9日

新市誕生 10周年の一年を振り返って

7
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市有地を先着順で売却します

問財政課管財係　☎0833-72-1400　　

■売却物件（土地）
2

5虹ケ浜二丁目 19番 13（132.33㎡）
　売却価格　5,107,938 円

6虹ケ浜二丁目 19番 12（215.33㎡）
　売却価格　7,364,286 円

7虹ケ丘四丁目 2879 番 9（252㎡）
　売却価格　10,130,400 円

21千坊台三丁目 428 番（232.92㎡）
　売却価格　6,498,468 円

2千坊台三丁目 430 番（236.20㎡）
　売却価格　6,589,980 円

3室積六丁目 3995 番 15（231.22㎡）
　売却価格　6,636,014 円

4光井二丁目 2番 9（171.10㎡）
　売却価格　4,996,120 円

●
物件6

西の河原川

国道 188 号

光総合病院

虹ケ浜海水浴場

★

●

★
千坊台

国道 188 号

公園コンビニ

物件1

●

★
千坊台

国道 188 号

公園コンビニ

物件2

国道 188 号

●

●

室積→

あいぱーく光

山口県
スポーツ交流村

鮎帰橋

物件4★

●

★

物件5

西の河原川

国道 188 号

光総合病院

虹ケ浜海水浴場

■受付開始日
　▪124…受け付け中
　▪3567…4月 27日㈪
■地目
　▪1～6…宅地
　▪7…雑種地
※申込方法など、詳しくは
　お問い合わせください。

★

郵便局公園

中村町

●
●

光ケ丘→

光駅

物件7

●★

物件3

室積小学校

フィッシングパーク光

●
国道 188 号

●

室積公民館
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問広報統計課統計係　☎0833-72-1400　　

国勢調査を実施します

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
を
10
月
１
日
に
実
施
し
ま
す
。

　

国
勢
調
査
は
市
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
、
行
政
な
ど
が
、
日
本
の
現
状
を
正

し
く
知
り
、
将
来
の
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
を
考
え
て
い
く
た
め
に
必
要
な
最

も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
に
お
い
て

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
軽
減

や
利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
な

ど
を
目
的
に
、
全
世
帯
を
対
象
と

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を
実
施
し

ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
る
回
答
も
可

能
で
す
。

【
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
の
方
法
】

　

紙
の
調
査
票
の
配
布
に
先
行
し

て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
期
間
を
設

定
し
ま
す
。

　

調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し
、

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用

案
内
」
を
配
布
し
た
後
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
回
答
の
な
か
っ
た
世

帯
に
の
み
、
調
査
員
が
紙
の
調
査

票
を
配
布
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
を　

　
　
　
　

導
入
し
ま
す

【
公
正
な
行
政
運
営
の　
　
　
　

　
　
　

  

基
礎
を
な
す
情
報
基
盤
】

　

国
勢
調
査
に
よ
る
統
計
は
、
客

観
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
く
公
正
な

行
政
を
行
う
た
め
に
、
衆
議
院
小

選
挙
区
の
画
定
や
地
方
交
付
税
の

交
付
額
の
算
定
な
ど
に
利
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
人
や
世
帯
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
属
性
別
・
地
域
別

の
統
計
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
各
種
行
政
施
策
の
策
定

や
評
価
に
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。

【
国
民
や
企
業
の
活
動
を　
　
　

　
　
　
　
　

  

支
え
る
情
報
基
盤
】

　

国
勢
調
査
か
ら
得
ら
れ
る
さ
ま

ざ
ま
な
統
計
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
国
や
地
域
社
会
の
実
態
を
知
る

た
め
や
、
企
業
な
ど
が
需
要
予
測

や
店
舗
の
立
地
計
画
な
ど
の
経
営

管
理
を
行
う
た
め
な
ど
に
幅
広
く

活
用
さ
れ
ま
す
。

行
政
運
営
や
国
民
・
企
業

活
動
の
基
盤
と
な
り
ま
す

▲ 4月 17 日㈮、市役所に国勢調査光市実施
本部を設置しました。

河野　亨氏（52）
（虹ケ丘三丁目）

秋野哲範氏（54）
（虹ケ丘四丁目）

　４月 12 日㈰に山口県議会議員一般選挙の投票が行
われ、即日開票の結果、光市選挙区では次の方々が選
ばれました。

山口県議会議員一般選挙結果

問 選挙管理委員会事務局　☎0833-72-1400
4,451

立候補者 政党 得票数
8,903
8,745

西崎孝一

河野　亨
秋野哲範

自現
無現
無新

当
当

投票率
52.08％今回
58.27％前回

男 女 計
52.20％

59.20％

51.94％

57.22％

67.34％前々回 68.51％66.01％
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市
議
会
で
は
、
直
接
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
市
議
会
の
報
告
を

行
う
と
と
も
に
、
多
様
な
意
見

を
お
聞
き
し
て
議
会
活
動
に
反

映
さ
せ
る
た
め
、
市
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

【
事
前
に
ご
意
見
、

　
　

  
ご
提
言
を
募
集
し
ま
す
】

　

５
月
８
日
㈮
ま
で
に
市
役
所

受
付
、
各
公
民
館
備
え
付
け
、

ま
た
は
市

（
下
記
参
照
）
掲

載
の
様
式
に
記
入
の
上
、
持
参
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※
島
田
公
民
館
の
議
会
報
告
会

で
は
、
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
中
継

を
試
行
す
る
予
定
で
す
。

第 7回 光市議会報告会＆意見交換会を開催します

市議会事務局
〒 743-8501  光市中央六丁目 1-1
☎ 0833-72-1400　
℻ 0833-72-5951
gikai@city.hikari.lg.jp
http://www.city.hikari.lg.jp/

提出先・問合せ

場所開催日時

担当議員（50 音順、敬称略）

周防公民館

伊保木公民館

虹ケ丘自治会館

浅江公民館

島田公民館

三島公民館

【Ａ班】大樂、中村、西村、畠堀、林、四浦
【Ｂ班】磯部、大田、木村（信）、木村（則）、田中、森戸
【Ｃ班】加賀美、笹井、土橋、中本、萬谷、森重

光井公民館

室積公民館

A班

B班

C班

A班

A班

B班

B班

C班

C班

5 月 19 日㈫
18 時 30 分～

大和公民館

5月 22 日㈮
18 時 30 分～

5月 29 日㈮
18 時 30 分～

担当班

　

国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国

保
」）
の
加
入
者
が
他
の
健
康

保
険
に
加
入
し
た
と
き
や
、
他

の
健
康
保
険
を
脱
退
し
、
国
保

に
加
入
す
る
と
き
は
、
必
ず
14

日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

□
届
け
出
が
必
要
な
と
き

　

左
表
の
よ
う
な
場
合
は
、
届

け
出
が
必
要
で
す
。

❖
届
け
出
窓
口　

　

市
役
所
市
民
課
国
民
健
康
保

　

険
係
、
大
和
支
所
住
民
福
祉

　

課
、
各
出
張
所

【
届
け
出
が
遅
れ
る
と
】

※
医
療
費
の
全
額
自
己
負
担
な

ど
、
不
利
益
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
資
格
取
得
日
ま
で
さ
か
の
ぼ

り
国
民
健
康
保
険
税
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。　

国民健康保険の届け出をお忘れなく
問市民課国民健康保険係  　☎0833-72-1400

転入 ●印かん　●転出証明書

出生 ●印かん　●保険証

●印かん　●保険証

●印かん　●保険証死亡

転出

保険証を紛失、または汚損

●印かん　●保険証住所、氏名、世帯主などが変更

●印かん　●運転免許証などの本人確認書類

修学のため市外に住民票を異動
　　　　　　 上記の人が卒業

●印かん　●保険証　●在学証明書

●印かん　●保険証

届け出が必要なとき 届け出に必要なもの

職場の健康保険を脱退 ●印かん
●職場の健康保険を脱退した日が分かる書類
　（離職票、資格喪失証明書など）

健康保険の被扶養者で
なくなった

●印かん
●被扶養者でなくなった日が分かる書類

任意継続を脱退 ●印かん　
●資格喪失証明書（有効期限の切れた保険証
　などでも可能な場合があります。）

職場の健康保険に加入
健康保険の被扶養者になった

●印かん　●職場の保険証　●国保の保険証
※保険証は対象者全員分必要

加　

入

脱　

退

そ
の
他



11

□
研
究
部
門

1
学
校
経
営

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

良
さ
を
引
き
出
し
、
心
の
豊
か

な
成
長
を
育
む
学
校
運
営
に
つ

い
て
の
調
査
研
究

2
教
育
実
践

　

小
中
学
校
の
つ
な
が
り
を
見

通
し
た
外
国
語
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
活
用
し
た
優
れ
た
指
導

方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査
研

究3
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

　

小
中
学
校
の
滑
ら
か
な
接
続

を
図
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

に
つ
い
て
の
調
査
研
究

□
応
募
資
格　

　

市
民
ま
た
は
市
内
に
勤
務
す

る
人
（
教
職
員
を
除
く
）

□
募
集
人
数　

　

若
干
名

□
任
期　

　

５
月
〜
平
成
28
年
３
月

□
会
議　

　

原
則
２
カ
月
に
１
回
、
夕
刻

か
ら
２
時
間
程
度

□
応
募
方
法　

　

い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
の
未

然
防
止
の
た
め
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
が
連
携
し
て
子
ど
も
た
ち

の
良
さ
を
引
き
出
し
、
自
己
有

用
感
、
自
己
安
定
感
、
自
己
存

在
感
を
育
む
方
法
な
ど
に
つ
い

て
の
提
言
を
４
０
０
字
程
度
に

ま
と
め
、
持
参
ま
た
は
郵
送
で

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

□
応
募
期
限　

　

５
月
11
日
㈪

教育開発研究所

〒 743-0011　

光市光井九丁目 18-3

教育委員会内

☎ 0833-74-3603

応募先・問合せ

　

市
内
の
小
中
学
校
で
は
、「
ふ
る
さ
と
光
市
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

夢
と
希
望
と
誇
り
を
も
っ
た
子
ど
も
」
の
育
成
を
図
る
た
め
、
創
意

工
夫
を
生
か
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
り

組
み
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
三
者
が
協
働
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

そ
こ
で
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ

く
た
め
、
左
記
の
と
お
り
研
究
員
を
公
募
し
ま
す
。
多
数
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「教育開発研究所研究員」を募集します

　

浄
化
槽
は
生
活
雑
排
水
を
浄

化
し
、
川
や
海
を
き
れ
い
に
保

つ
働
き
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
の
公
共
下
水

道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域

に
お
い
て
、
浄
化
槽
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

対
象
区
域
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
対
象　

　

自
ら
の
居
住
を
目
的
と
し
た

家
屋
に
平
成
27
年
度
中
に
設
置

が
完
了
す
る
人

□
浄
化
槽
の
補
助
金
額

　

左
表
を
参
照

□
受
付
件
数
（
先
着
順
）

■
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内

　

15
基
程
度

■
下
水
道
事
業
認
可
区
域
外

　

25
基
程
度

□
受
付
期
間

■
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内

　

受
け
付
け
中

■
下
水
道
事
業
認
可
区
域
外

　

4
月
27
日
㈪
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

□
注
意
事
項

※
予
算
の
範
囲
内
で
受
け
付
け

を
終
了
し
ま
す
。

※
設
置
工
事
は
、
補
助
金
交
付

決
定
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　浄化槽は、適切な維持管理が必要です。定
期的な法定検査、保守点検、清掃などを必ず
行い、地域の水環境の保全に努めましょう。

✿浄化槽の維持管理にご協力をお願いします

問県周南健康福祉センター　 ☎0834-33-6429
問市環境事業課　 　　　　　☎0833-72-1400

浄化槽設置費用の一部を補助します
問下水道課排水設備係　☎ 0833-72-1400

※高度処理型浄化槽については補助金額に上乗せがあります。

人槽 備考補助金額

5 人槽

7人槽

10 人槽

床面積 130 ㎡以下

床面積 130 ㎡超

二世帯住宅

33 万 2,000 円

41 万 4,000 円

54 万 8,000 円
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市の給与・定員管理等の状況

1　総括

（注 1）職員手当には退職手当を含みません。
（注 2）職員数は、平成 25 年 4月 1日現在の人数です。
（注 3）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水
準を 100 とした場合の地方公務員の給与水準を示す
指数（各年 4月 1日現在）です。
※平成 24 年および平成 25 年は、国家公務員の時限
的な給与改定臨時特例法による給与減額措置を除いた
場合の値です。

2　職員の平均給与月額、初任給等の状況　（平成 26 年 4月 1日現在）

（注）「平均給料月額」とは、各職種ごとの
職員の基本給の平均です。
（注）「平均給与月額」とは、給料月額と毎
月支払われる扶養手当、住居手当、時間外
勤務手当などの諸手当の額を合計したもの
です。また、（　）内の額は、時間外勤務
手当、特殊勤務手当などの手当を除いた額
を合計したものです。

❶職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

❷職員の初任給の状況 ❸職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況

❹ラスパイレス指数（注 3）の状況

問総務課人事研修係 　☎0833̶72̶1400

❶人件費の状況（普通会計決算） ❷職員給与費の状況（普通会計決算）（注１、注 2）

❸特記事項　市長の給料 10%カット
　　　　　　　　　　（平成 24 年 11 月から実施）

住民基本台帳人口（平成 26年 1月 1日） 53,515 人
23,781,663 千円
721,386 千円
3,404,516 千円

14.3％
16.2％

歳出額　Ａ

実質収支

人件費　Ｂ

人件費率Ｂ／Ａ

（参考）平成 24年度の人件費率

平成 25年度区分

352 人
1,472,490 千円
230,272 千円

508,132 千円
2,210,894 千円
6,281 千円

平成 25年度区分

1人当たり給与費Ｂ／Ａ

職員数　Ａ

給料

職員手当

期末・勤勉手当

計　Ｂ

給与費

42.4 歳

43.7 歳

43.5 歳

342,400 円

328,895 円

335,000 円

390,330 円（356,293 円）

418,565 円（367,461 円）

（408,472 円）

平均年齢区分

一般行政職

国

光市

山口県

技能労務職

一般行政職

技能労務職

一般行政職

技能労務職

平均給与月額平均給料月額

364,051 円（344,780 円）51.7 歳

52.0 歳

50.1 歳

334,380 円

318,600 円

287,992 円

350,521 円（329,152 円）

（326,611 円）

－

－

経験年数
10年

269,875 円

212,700 円

256,600 円

372,133 円 383,455 円

367,200 円

299,200 円

310,100 円

経験年数
20年

経験年数
25年

313,200 円

区分

技能労務職

一般行政職

大学卒

高校卒

高校卒

95

99.2

105

平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年

100.299.8

平成 26 年

101.1100

ー

光市

172,200 円

140,100 円

178,500 円

181,000 円 172,200 円

140,100 円

141,900 円

146,300 円

山口県 国区分

技能労務職

一般行政職

大学卒

高校卒

高校卒
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　市職員の給与や定員管理等の状況について透明性を高め、市民の皆さんに
　　　　　　　　　　　　より一層ご理解をいただくため、その概要をお知らせします

3　一般行政職の級別職員数等の状況　（平成 26 年 4月 1日現在）

4　職員の手当の状況

（注）　1  光市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　2  標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

❷退職手当（平成 26 年 4月 1日現在）

平成 26 年 平成 25 年

（注）1人当たり平均支給額は、平成 25 年度に退職した職員に支給された平均額です。

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

❶一般職給料表級別標準職務表 ❷級別構成比

❶期末手当・勤勉手当
区分 国光市 山口県

1人当たり平均支給額（平成 25年度）

支給割合（平成 25年度） 期末手当

勤勉手当

1,334 千円 1,652 千円

2.6 月分（1.45 月分） 2.6 月分（1.45 月分）

役職加算　5～ 20％ 役職加算
管理職加算

役職加算
管理職加算

ー

1.35 月分（0.65 月分） 1.35 月分（0.65 月分）

2.6 月分（1.45 月分）

1.35 月分（0.65 月分）

加算措置の状況
（職制上の段階、職務の級等による加算措置）

5 ～ 20％
15 ～ 25％

5～ 20％
10 ～ 25％

光市

21.62 月分勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 35 年

最高限度額

その他の加算措置

1人当たり平均支給額

30.82 月分

43.70 月分

52.44 月分

定年前早期退職特例措置（2～ 45％加算）

801 千円

27.025 月分

36.57 月分

52.44 月分

52.44 月分

23,915 千円

自己都合 応募認定等・定年 国

21.62 月分勤続 20 年

勤続 25 年

勤続 35 年

最高限度額

その他の加算措置

1人当たり平均支給額

30.82 月分

43.70 月分

52.44 月分

定年前早期退職特例措置（2～ 45％加算）

－

27.025 月分

36.57 月分

52.44 月分

52.44 月分

－

自己都合 応募認定等・定年

8級

4級

3級

2級

1級

●困難な業務を所掌する部長

●主査

●主任

●高度の知識または経験を必要とする業務を行う職務

●定型的な業務を行う職務

標準的な職務内容 職員数

5級

7級
●市長事務部局の部長、部次長
●教育委員会事務局の教育次長
●議会事務局の局長

●市長事務部局の課長
●教育委員会事務局の課長
●議会事務局の次長
●選挙管理委員会事務局の局長

●農業委員会事務局の局長
●公平委員会事務局の局長
●監査委員事務局の局長
●これらと同程度と認める職務

●これらと同程度と認める職務

●これらと同程度と認める職務

6 級

●市長事務部局の係長、主任主査
●教育委員会事務局の係長、主任主査
●議会事務局の係長、主任主査
●選挙管理委員会事務局の係長、主任主査
●農業委員会事務局の係長、主任主査

●これと同程度と認める職務 0人

17 人

94 人

73 人

25 人

20 人

26 人

46 人

区分

0

20

40

60

80

100

8.6％ 6.0％

6.3％

8.3％

24.3％ 29.4％

31.2％ 29.8％

15.3％ 13.9％

5.7％ 6.3％

1級

2級

3級

4級

5級

6級

7級

1級

6.6％

8.3％

2 級

3級

4級

5級

6級

7級
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❸特殊勤務手当（平成 26 年 4月 1日現在）

➍時間外勤務手当（休日勤務手当を含む）

➎その他手当（平成 26 年 4月 1日現在）

■特殊勤務手当支給実績
下水道課職員 下水道課に勤務する職員で圧搾空気内で行う作業に従事

社会福祉主事 福祉に関する現地調査に従事 7,400 円／月

300 円／日

主な支給対象職員 主な支給対象業務手当の名称

用地交渉手当

福祉事務手当

支給単価

職務手当

防疫手当

行旅病人、死亡人等
収容手当

徴収手当

異常気圧内作業手当

300 円／日
300 円／日

公用地の取得又は損失補償のため
その交渉に正規の勤務時間外に従
事する職員

1環境事業課職員
2深山浄苑職員
3下水道課職員

4建築住宅課職員

1ごみ収集業務に従事
2し尿処理業務に従事
3下水道課に勤務する職員で汚水が流入している管渠及び
　排水設備の調査、検査に従事
4建築住宅課に勤務する職員で市営住宅の維持補修に従事

感染症防疫作業に従事する職員
（福祉総務課、健康増進課職員等）

感染症防疫作業に従事

1福祉総務課職員
2福祉総務課職員
3環境事業課、環境政策課職員

1行旅病人の収容に従事
2行旅死亡人の収容に従事
3犬、猫等の死体の処置及び捕獲の補助業務に従事

公用地の取得又は損失補償のためその交渉に正規の勤務時間
外に従事

1収納対策室収納係職員
2各徴収担当職員

1市税の徴収及び滞納処分に従事
2市営住宅使用料、下水道使用料、介護保険料等の徴収に従事

1
2
3

500 円／回

300 円／日
500 円／日
300 円／日

300 円／日

1,600 円／回
4,000 円／回
500 円／体

1
2

1
2
3

4
300 円／日

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成25年度）

支給実績（平成 25年度決算）

支給職員1人当たり平均支給年額（平成25年度決算）

手当の種類（手当数）

68,111 円

3,065 千円

13.0％

7

支給実績 110,339 千円 108,237 千円

1 人当たり
平均支給年額 313 千円 308 千円

平成 25年度
決算額

平成 24年度
決算額

（注）平成 25 年度決算額

借家上限
27,000 円

25,404 千円 113,419 円持家　3,000 円
借家　上限 29,000 円（家賃等に応じ）

交通機関利用者　運賃等の相当額
（上限 55,000 円）
自動車等利用者　3,000 円～ 43,300 円
（片道 2㎞以上を距離に応じ 17 区分）

管理または監督の地位にある職員に対して支給
部長職の職員　　　46,100 円又は 44,400 円
部次長級の職員　　40,200 円
課長級の職員　　　33,500 円
課長補佐級の職員　25,200 円
管理又は監督の地位にある職員が、臨時又は
緊急の必要により週休日等に勤務した場合に
支給　　　　部長職の職員　　　8,000 円
　　　　　　課長級の職員　　　6,000 円
　　　　　　課長補佐級の職員　4,000 円
赴任によりやむを得ず単身生活をすることと
なった職員で、赴任前の住居から勤務場所ま
での距離が一定以上の職員に対して支給
基礎額 23,000 円に距離に応じ、6,000 円～
45,000 円を加算

国の制度と同じ

自動車等利用者
2,000 円
　　　～ 24,500 円
（距離に応じ 13 区分）

手当額
46,300 円
　　　～ 117,500 円

26,920 千円

24,918 千円

84 千円

93,472 円

415,300 円

84,000 円

276,000 円

組織・官職の
違いにより
18,000 円～ 6,000 円

276 千円

扶養手当

住居手当

通勤手当

管理職手当

管理職員
特別勤務手当

単身赴任手当

内容および支給単価 国の制度との差異と
その内容 支給実績（注） 支給職員 1人当たり

平均支給年額（注）
扶養親族のある職員に支給
　配偶者　　　　　　　　　　　13,000 円
　配偶者以外の扶養親族　　           6,500 円
　（配偶者がない場合の 1人目      11,000 円）
　満 16 歳に達する年度から満
　22 歳に達する年度までの子
　に対する加算（1人につき）　　5,000 円

国の制度と同じ 39,513 千円 229,727 円
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5　特別職の報酬等の状況　（平成 26 年 4月 1日現在）

6　職員数の状況
❶部門別職員数の状況と主な増減理由（平成 26 年 4月 1日現在）

❸職員数（病院局・水道局除く）の推移

（注）　1　職員数は一般職に属する職員数です。
　　　2 　【　　】内は、条例定数の合計です。

❷年齢別職員構成の状況（平成26年 4月 1日現在）

（注）　各年度の職員数と採用者数は 4月1日現在、退職者
数は3月31日現在の数字です。

区分 給料月額等

市長

副市長

議長

副議長

議員

給料

報酬

777,600 円

685,790 円

456,000 円

399,000 円

370,000 円

（算定方式）　　　　　　　　　　　　  （支給時期）
 777,600 円×在職月数×56.5 ／ 100   （任期毎）

（平成 25 年度支給割合）  　　　3.9 月分

（平成 25 年度支給割合）　　　 2.95 月分

市長
副市長
議長
副議長
議員

市長

期末手当

退職手当

区分 給料月額等

（算定方式）　　　　　　　　　　　　  （支給時期）
 707,000 円×在職月数×36 ／ 100　  （任期毎）

副市長

803【961】 804【961】

人口 10,000 人当たり職員数　58.49 人

平成 25年 平成 26 年 対前年増減数

人口 10,000 人当たり職員数　65.40 人
一部事務の縮小

312
41
353

450

5
91
29
74
39

26
7
42
313
37
350
357
35
11
7
18
26
454

ー
△1
ー
5
△5

ー
ー
2
1

△3
△4

4
1
ー
ー
ー
△1

1
4

人口 10,000 人当たり職員数　150.24 人

一部事業の拡大
業務増

一部事業の縮小

一部事務の縮小

業務増
一部事務の縮小

業務増

主な増減理由

5
92
29
69
44

26
7
40

353
34
11
7
18
27

議会
総務
税務
民生
衛生
労働
農林水産
商工
土木

病院
水道
下水道
国民健康保険
介護保険
その他

合計
小計

計
教育部門

小計

一
般
行
政
部
門

普
通
会
計
部
門

公
営
企
業
等

　
　
　
　

会
計
部
門

区分
部門

20 歳未満

20 歳～ 23 歳
24 歳～ 27 歳

28 歳～ 31 歳

32 歳～ 35 歳

36 歳～ 39 歳
40 歳～ 43 歳

44 歳～ 47 歳

48 歳～ 51 歳
52 歳～ 55 歳

56 歳～ 59 歳

60 歳以上

計

4人

45 人
56 人

61 人

108 人

107 人
106 人

86 人

61 人
83 人

82 人

5人

804 人

区分 職員数 区分 職員数

平成 25 年度

平成 24 年度

平成 23 年度

平成 22 年度 392

390

388

389

15

21

19

20

17

14

17

19

平成 26 年度 386 12 19

区分 職員数 退職者数 採用者数

　市職員の給与や定員管理等の状況について透明性を高め、市民の皆さんに
　　　　　　　　　　　　より一層ご理解をいただくため、その概要をお知らせします
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「
気
力
・
体
力
・
知
力
を
磨
く
」
を
テ

ー
マ
に
、
心
身
と
も
に
生
き
生
き
と
し
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
心
豊
か
に
向
上
心
を
持
っ
て
生
き

る
術
を
身
に
つ
け
る
」
を
テ
ー
マ
に
、

幅
広
い
知
識
を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。

□
場
所　

地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン

　

タ
ー

※　

8
月
22
日
は
あ
い
ぱ
ー
く
光

□
募
集
人
数　

各
講
座
50
人

□
受
講
料　

１
５
０
０
円
（
各
講

　

座
全
7
回
分
）

□
申
込
方
法　

希
望
す
る
講
座
名
、

　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年

　

齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
持

　

参
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
E
メ

　

ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

※
昨
年
度
の
受
講
生
は
、
電
話
で

　

お
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

□
申
込
期
限　

5
月
29
日
㈮
（
消

　

印
有
効
）

✿
共
通
事
項

1
ひ
か
り
高
年
者
生
き
が
い
セ
ミ
ナ
ー

2
ひ
か
り
ウ
ィ
メ
ン
ズ
セ
ミ
ナ
ー

生涯学習センター各種講座の年間受講者を募集します
より良い人生を目指す皆さんへ

□
時
間　
　

10
時
〜
12
時
／　

13

　

時
30
分
〜
15
時
30
分

□
対
象　

1
概
ね
60
歳
以
上
の
人

　

／　

20
歳
以
上
の
人

1

2

2

〒 743-0063　光市島田四丁目 14-3
☎ 0833-72-3447　℻ 0833-72-8133
manabing@sweet.ocn.ne.jp

■申し込み・問合せ　生涯学習センター

開催日 テーマ・講師

  6 月 27 日㈯ 新井 道子さん（エフエム山口編成制作部次長・ラジオパーソナリティ）

聞いて、なるほど！マヨネーズのお話～おいしさの秘密、表示の見方～  7 月 18 日㈯

生活マナー講座～知らなかったではすまされない大人の立ち居振る舞い・しきたり～

  8 月 22 日㈯

心の架け橋～ふたつの祖国のために～

12 月 5日㈯

「伝わる話し」のポイント～ラジオの現場から～

イスを使って無理なく体を動かしましょう～普段の生活に運動を～

11 月 21 日㈯

10 月 24 日㈯

  9 月 26 日㈯

ホルンコンサート　～癒しの音色で幸せと笑顔のひとときを～

ストレスは人生のスパイス～ストレスを知り、うまく付き合うために～

山本 孝子（陶紅）さん（中国語講師・通訳・翻訳）

白松 あつ子さん（ボイスアカデミー CORDE 代表）

田窪 均さん（キユーピー㈱広報部）

竹内 里恵さん（健康運動指導士）

蔵田 亜由美さん（音楽ボランティア）

岩永 誠さん（広島大学大学院総合科学研究科教授）

開催日 テーマ・講師

  6 月 19 日㈮ 岩﨑 龍司さん（御菓子司水木３代目店主）

老いをいきる～曲がり角とチョイス（選択）～音楽で心豊かに！認知症予防にも！  7 月 10 日㈮

短詩文芸あれこれ～頭のジョギング、川柳を楽しもう～

  8 月 7 日㈮

フットケアで足を元気に～足の先から始める健康ライフ～

12 月 11 日㈮

和菓子屋から笑（わ）菓子屋へ

今日からできる脳の活性化とリラックス

11 月 13 日㈮

10 月 9日㈮

  9 月 18 日㈮

事例から学ぶ消費者力アップ講座～わたしはこうしてだまされた～

隣近所のコミュニケーション～分かち合いを大切に～

木村 圭子さん（健康運動指導士）

利長 無双さん（光川柳会相談役）

河田 理枝さん（いきいきサロン講師）、守田 信枝さん（光ギターマンドリンクラブ代表）

佐々木 直美さん（山口県立大学看護栄養学部准教授）

河村 昌子さん（消費生活専門相談員）

林 伸一さん（山口大学人文学部教授）

2
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　問冠山総合公園　☎ 0833-74-3311

第8回「ばら祭」冠山総合公園「光の花物語」

　

約
３
３
０
種
、
１
４
０
０
株
の

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
、
オ
ー
ル
ド

ロ
ー
ズ
な
ど
が
優
雅
で
美
し
い
花

を
咲
か
せ
ま
す
。 

✿
開
催
期
間

　

５
月
9
日
㈯
〜
24
日
㈰

※
期
間
中
、
休
園
日
な
し

■
ば
ら
祭
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

園
内
５
カ
所
に
設
置
し
て
あ
る

ス
タ
ン
プ
を
全
部
押
し
た
人
に
、

抽
選
で
す
て
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
た
り
ま
す
。（
空
く
じ
な
し
）

□
日
時　

ま
つ
り
期
間
中
の
土
・

　

日
曜
日　

10
時
〜
16
時

□ 

台
紙　

一
枚
１
０
０
円

※
台
紙
は
公
園
管
理
事
務
局
で
販
売

□
ゴ
ー
ル
・
抽
選
場
所　

公
園
管

　

理
事
務
所

■
春
の
押
し
花
展

□
日
時　

５
月
8
日
㈮
〜
10
日
㈰

　

10
時
〜
17
時（
10
日
は
16
時
ま
で
）

□
場
所　

研
修
室

【
母
の
日
「
押
花
教
室
」】

□
日
時　

５
月
9
日
㈯　

10
時
〜

　

11
時
30
分
、
13
時
〜
14
時
30
分

□
場
所　

休
憩
所

□
募
集
人
数　

各
回
15
人

□
参
加
費　

５
０
０
円

■
初
め
て
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド

フ
ラ
ワ
ー
体
験
会

□
日
時　

５
月
10
日
㈰　

10
時
〜
、

　

13
時
〜

□
場
所　

休
憩
所

□
募
集
人
数　

各
回
15
人

□
講
師　

上
田
咲
子
さ
ん
（
ユ
ニ

　

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ナ
ー
ズ
協
会

　

理
事
）

□
参
加
費　

１
５
０
０
円

□
持
参
物　

ワ
イ
ヤ
ー
が
切
れ
る

　

ハ
サ
ミ
、
エ
プ
ロ
ン
、
作
品
を

　

持
ち
帰
る
袋
（
約
20
㎝
角
）

■
「
ば
ら
の
苗
木
」５

０
０
円
く
じ

□
日
時　

５
月
10
日
㈰　

受
付
13

　

時
〜

□
場
所　

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

□
募
集
人
数　

先
着
１
０
０
人

■
ち
ょ
っ
と
大
き
な
絵
手
紙
展

□
日
時　

５
月
15
日
㈮
〜
18
日
㈪

　

９
時
〜
17
時（
18
日
は
16
時
ま
で
）

□
場
所　

研
修
室

■
夜
間
開
園

□
日
時　

５
月
16
日
㈯　

20
時
ま
で

□
場
所　

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
周
辺

□
内
容　

庭
園
内
の
「
ば
ら
」
の

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

【
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
】

□
日
時　

５
月
16
日
㈯　

18
時
30

　

分
〜

□
出
演
者　

福
田
博
久
さ
ん

■
斑
入
・
変
り
葉
展　
　

□
日
時　

５
月
23
日
㈯
、
24
日
㈰

　

９
時
〜
17
時（
24
日
は
16
時
ま
で
）

□
場
所　

研
修
室
ほ
か

□
内
容　

山
野
草
の「
斑
入
植
物
」

　

を
テ
ー
マ
に
し
た
展
示
な
ど

■
山
野
草
講
習
会

「
山
野
草
の
さ
し
芽
」

□
日
時　

５
月
23
日
㈯
〜
9
月
26

　

日
㈯
（
全
3
回
）　

13
時
30
分

　

〜
14
時
30
分

□
場
所　

研
修
室
前

□
募
集
人
数　

先
着
10
人　

□
参
加
費　

２
０
０
０
円
（
全
3

　

回
分
材
料
費
）

■
山
野
草
オ
ー
ク
シ
ョ
ン

□
日
時　

５
月
24
日
㈰　

13
時
30

　

分
〜

□
場
所　

研
修
室
前

✿
日
時　

５
月
16
日
㈯
、
17
日

　

㈰
9
時
〜

✿
集
合
場
所　

冠
山
総
合
公
園

✿
内
容　

個
人
オ
ー
ナ
ー
が
開

　

放
す
る
「
ば
ら
園
」
2
カ
所

　

と
伊
藤
博
文
生
家
の
見
学（
マ

　

イ
ク
ロ
バ
ス
で
の
移
動
と
な

　

り
ま
す
。）

✿
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
保

　

険
料
、
入
館
料
な
ど
）

✿
募
集
人
数　

各
回
40
人

✿
申
込
方
法　

公
園
管
理
事
務

　

所
に
あ
る
申
込
書
に
記
入
の

　

上
、
持
参
に
て
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

※
当
日
の
申
し
込
み
は
で
き
ま

　

せ
ん
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

　

選
に
な
り
ま
す
。

光
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
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■
5
月
の
お
知
ら
せ
■

育
児
相
談

１
歳
児
お
誕
生
相
談

歯
の
健
康
相
談

■
場
所
と
日
時

❖
あ
い
ぱ
ー
く
光　

　

7
日
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

❖
周
防
公
民
館

　

12
日
㈫　

９
時
30
分
〜
11
時

❖
島
田
公
民
館　

　

20
日
㈬　

９
時
30
分
〜
11
時

❖
浅
江
公
民
館

　

22
日
㈮　

９
時
30
分
〜
11
時

■
持
参
物

・
育
児
相
談
…
母
子
健
康
手
帳

・
１
歳
児
お
誕
生
相
談
…
母
子
健

康
手
帳
、案
内
用
紙
、使
用
中
の
歯

ブ
ラ
シ

・
歯
の
健
康
相
談
…
使
用
中
の
歯

ブ
ラ
シ
、母
子
健
康
手
帳（
子
ど

も
）、健
康
手
帳（
成
人
）

健
康
相
談

■
場
所
と
日
時

❖
周
防
公
民
館

　

12
日
㈫　

９
時
30
分
〜
11
時

❖
島
田
公
民
館

　

20
日
㈬　

９
時
30
分
〜
11
時

❖
浅
江
公
民
館

　

22
日
㈮　

９
時
30
分
〜
11
時

成
人
歯
科
健
診

■
場
所
と
日
時

❖
あ
い
ぱ
ー
く
光

　

7
日
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

■
対
象

　

乳
幼
児
の
保
護
者
、
妊
産
婦
、

40
歳
以
上
の
市
民

■
持
参
物　

　

母
子
健
康
手
帳
（
妊
婦
）、
健

康
手
帳
（
成
人
）

母
親
教
室

■
場
所
と
日
時

❖
あ
い
ぱ
ー
く
光

　

21
日
㈭　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

　

29
日
㈮　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
持
参
物

　

母
子
健
康
手
帳

食
育
相
談
（
要
予
約
）

■
場
所
と
日
時　

❖
あ
い
ぱ
ー
く
光　

　

19
日
㈫　

９
時
〜
15
時

２
歳
児
お
誕
生
相
談

■
場
所
と
日
時　

❖
あ
い
ぱ
ー
く
光　

　

7
日
㈭　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

■
持
参
物　

　

使
用
中
の
歯
ブ
ラ
シ
、
母
子
健

康
手
帳
、
案
内
用
紙

■
対
象

　

市
内
在
住
の
人

■
相
談
内
容

　

食
生
活
や
栄
養
に
つ
い
て

✿ 

男
性
料
理
教
室

　　　　　　　　　       

参
加
者
募
集 

□
日
時　

5
月
28
日
㈭　

9
時
30
分

〜
13
時

□
場
所　

三
島
公
民
館

□
対
象　

市
内
在
住
の
男
性

□
内
容　

○
講
話
「
救
急
に
つ
い
て
」

○
調
理
実
習
・
試
食
「
簡
単
元
気
の

で
る
食
事
」

□
参
加
費　

５
０
０
円　

□
持
参
物　

米（
0.5
合
）、エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
手
ふ
き
、
筆
記
用
具

□
申
込
期
限　

５
月
21
日
㈭

問
三
島
公
民
館

☎
０
８
３
３
‐
７
7
‐
０
４
１
２

　

参
加
者
同
士
で
交
流
を
図
り
、「
救

急
」
や
「
食
」
に
つ
い
て
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

癒
し
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

（
心
の
健
康
相
談
）

■
日
時

　

5
月
12
日
㈫
、
26
日
㈫　
　

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

※
一
人
１
時
間
程
度
、
要
予
約

■
場
所

　

 

あ
い
ぱ
ー
く
光

■
内
容

　

 

心
の
健
康
に
つ
い
て

※
心
の
病
気
で
治
療
中
の
人
や

認
知
症
の
相
談
は
除
き
ま
す
。
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あ
な
た
の
健
康 

応
援
し
ま
す

乱
れ
て
い
ま
せ
ん
か　

生
活
習
慣

し
ょ
く

光
ぱ
く
ぱ
く
⾷ 

レ
シ
ピ

い
く1

毎
月
19
日
は

9

エネルギー： 227kcal

たんぱく質：4.9g

脂質：1.3g

カルシウム：33mg

鉄：0.8mg

βカロテン：138μg

食塩相当量：0.6g

　

１人分栄養価

「
食
育
の
日
」

　

春
に
収
穫
さ
れ
る「
根
ミ
ツ
バ
」

は
、
鉄
分
・
β
カ
ロ
テ
ン
な
ど
の

栄
養
素
が
多
く
含
ま
れ
、
香
り
や

味
も
強
く
春
の
訪
れ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

■
作
り
方

①　

白
米
を
洗
い
、
水
を
炊
飯
器

の
分
量
ど
お
り
に
入
れ
、
梅
干
し

を
中
心
に
入
れ
炊
く
。

②　

ミ
ツ
バ
は
洗
っ
て
根
を
切

り
、３
〜
４
㎝
幅
に
切
っ
て
お
く
。

③　

ご
は
ん
が
炊
け
た
ら
、
ご
ま

と
じ
ゃ
こ
を
加
え
、
梅
干
し
の
種

を
と
り
、
潰
し
な
が
ら
さ
っ
く
り

と
全
体
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

④　

ミ
ツ
バ
は
食
べ
る
前
に
加

え
、
さ
っ
と
混
ぜ
、
器
に
盛
る
。

　
（
健
康
増
進
課　

管
理
栄
養
士
）

精白米…300g（2合）

ミツバ…1束（約 40g）

梅干し…1個

いりごま…大さじ2/3

ちりめんじゃこ…10g

材料　5人分

【
心
の
健
康
】 

✿
質
の
良
い
睡
眠
を
確
保
す
る
。

✿
自
分
に
あ
っ
た
趣
味
や
サ
ー
ク

ル
活
動
を
見
つ
け
る
。

✿
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
す
る
。

　

健
康
増
進
課
で
は
、
皆
さ
ん
の

健
康
的
な
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
、
健
康
相
談
や
食
育
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　
　
　
（
健
康
増
進
課　

保
健
師
）

　

新
生
活
が
ス
タ
ー
ト
し
約
１
カ

月
経
ち
ま
し
た
が
、
新
し
い
環
境

に
は
慣
れ
ま
し
た
か
。

　

疲
れ
が
出
や
す
い
こ
の
時
期

に
、
今
一
度
自
分
の
生
活
習
慣
を

見
直
し
、
楽
し
く
健
康
な
毎
日
を

過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

【
食
事
】 

✿
１
日
３
５
０
ｇ
以
上
の
野
菜
を

目
標
に
食
べ
る
。

✿
朝
食
を
毎
日
食
べ
る
。

✿
地
元
の
食
材
、
旬
の
食
材
を
使

う
。

✿
外
食
で
は
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
あ
る
店
を
選

ぶ
。

【
運
動
】

✿
買
い
物
や
通
勤
通
学
な
ど
、
生

活
の
中
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り

入
れ
る
。

✿
１
日
30
分
、
週
２
〜
３
回
を
目

標
に
運
動
す
る
。

✿
家
族
や
友
人
を
誘
う
。

旬
の
食
材
「
ミ
ツ
バ
」
を
使
っ
て

                      　
　
　

ミ
ツ
バ
の
さ
っ
ぱ
り
混
ぜ
ご
飯

■場所　あいぱーく光内　
■診療時間　9時～ 17時（受付時間　9時～ 11時 30分、13時～ 16時 30分）　問 ☎ 0833-74-1399　

※外科系については、都合により変更する場合が

    ありますので、ご確認の上、受診してください。

✿休日診療所のお知らせ     受診の際は、必ず健康保険証、診療代、お薬手帳をお持ちください。

5 月の診療日
診療
科目

内科系
外科系

3 日㈷
内科
眼科

4日㈷
内科
外科

5日㈷
内科
皮膚科

6日㉁
内科
外科

10日㈰
内科
外科

17日㈰
内科
外科

24日㈰
内科
眼科

31日㈰
内科
耳鼻科
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■浅江中学校に車いすを寄贈いただきました
　「小さな親切」運動光支部（守田義昭支部長）から、浅江中
学校に車いす１台が寄贈され、３月26日㈭に贈呈式が行われ
ました。
　「小さな親切」運動光支部では、福祉教育などに役立てるこ
とを目的に、平成11年度から毎年、市内の小中学校に車いす
を寄贈されています。
　このたび寄贈された車いすは、浅江中学校への来校者や生徒
の福祉教育などにおいて有効に活用させていただきます。

■三島橋の桜並木を舞台に、三島さくら祭が開催されました
　4月 5日㈰、三島公民館で世代間交流の輪を広げることを
目的に、「第 17回三島さくら祭」が開催されました。ステー
ジイベントやバザー、チャリティービンゴなどが催され、会
場は多くの来場者でにぎわいました。ステージイベントでは、
三島踊り同好会の皆さんが元気な踊りを披露。とび入りの地
域の子どもたちも加わり、会場は笑顔で包まれました。フィ
ナーレは、会場の外でもちまきが行われ、心地よい春の訪れ
を感じるひとときとなりました。

■チャイベビステーションのキャラバン文庫を充実
　市内を中心に活動しているボランティア音楽バンド
「ミュージックキャラバン（兼清健吾代表）」の皆さんから、
同団体の設立40周年を記念していただいたご寄附をもとに、
子育て支援センター（チャイベビステーション）内のキャラ
バン文庫の充実を行いました。
　キャラバン文庫は、来所した乳幼児親子に大変好評で、楽
しい時間を過ごしています。絵本やおもちゃは貸し出しでき
ますので、皆さんのご利用をお待ちしています。

■最高のおもてなしを目指します
　３月23日㈪、職員の行動指針や効率的効果的な市民サー
ビスの提供に向けた改善提案などをまとめた提言書が、第 2
期市民サービス向上推進チームから市川市長に提出されまし
た。提言書は、女性職員 15人が 1年 3カ月にわたり、女性
ならではの感性と視点からまとめたもので、職員が常に心に
留め置くべき内容となっています。
　今後、職員一人ひとりが提言の趣旨を理解し、市民の皆さ
んへの最高のおもてなしを目指してまいります。
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大
和
総
合
病
院
医
師
の
着
任

　　

４
月
１
日
か
ら
、
歯
科
口
腔
外

科
に
尾
上
真
奈
美
医
師
が
着
任

し
、
今
後
は
医
師
２
人
の
体
制
で

診
療
を
行
い
ま
す
。

【
小
児
科
診
療
日
の
変
更
】

　

小
児
科
は
、
４
月
１
日
か
ら
水

曜
日
の
診
療
を
開
始
し
、
月
・
水
・

金
曜
日
の
午
前
中
の
み
の
診
療
に

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

問
大
和
総
合
病
院
業
務
課

☎
０
８
２
０
‐
４
８
‐
２
１
１
１

暮
ら
し
の
情
報
ひ
ろ
ば

下
水
道
排
水
設
備　
　
　

　
　
　
　
　

指
定
工
事
店

　

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店

と
は
、
市
の
基
準
に
合
っ
た
下
水

道
接
続
工
事
（
排
水
設
備
工
事
）

を
行
う
た
め
の
必
要
な
機
材
を
そ

ろ
え
、
山
口
県
下
水
道
協
会
が
認

定
す
る
責
任
技
術
者
が
専
属
し
て

い
る
工
事
店
で
す
。

　

下
水
道
の
利
用
が
可
能
に
な
っ

た
場
合
、指
定
工
事
店
に
依
頼
し
、

速
や
か
に
下
水
道
接
続
工
事
を
行

い
ま
し
ょ
う
。（
指
定
工
事
店
以

外
で
排
水
設
備
の
工
事
を
行
う
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

ま
た
、
４
月
か
ら
指
定
工
事
店

に
４
店
が
加
わ
り
１
２
９
店
と
な

り
ま
し
た
。指
定
工
事
店
一
覧
は
、

市

（
上
記
参
照
）
ま
た
は
下

水
道
課
窓
口
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
下
水
道
課
排
水
設
備
係

第
３
子
以
降
の
お
子
さ
ん
を

ご
出
産
の
ご
家
庭
へ

　

社
会
全
体
で
子
育
て
家
庭
を
応

援
す
る
た
め
、
第
３
子
以
降
の
お

子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
家
庭
に
対

し
、「
お
祝
状
」
と
「
お
祝
品
」

を
贈
呈
し
ま
す
。

●
対
象　

県
内
に
住
所
が
あ
り
、

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

労
働
者
ま
た
は
事
業
主
か
ら
の

労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
内
容　

解
雇
、雇
い
止
め
、

配
置
転
換
、
募
集
・
採
用
、
い
じ

め
な
ど

問
下
松
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
下
松
労
働
基
準
監
督
署
内
）　

☎
０
８
３
３
‐
４
１
‐
１
７
８
０

歯科口腔外科
尾上真奈美医師

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の

し
尿
収
集
業
務

　

次
の
期
間
、
し
尿
収
集
業
務
を

休
止
し
ま
す
。

●
期
間　

４
月
29
日
㈷
、
５
月
３

日
㈷
〜
５
月
６
日
㉁

問
光
環
境
整
備
㈱
（
光
地
域
）

☎
０
８
３
３
‐
７
１
‐
２
４
８
１

（
緊
急
連
絡
先
）

☎
０
９
０
‐
７
１
２
０
‐
２
０
９
4

問
㈲
大
和
清
掃
興
業（
大
和
地
域
）

☎
０
８
２
０
‐
４
８
‐
５
１
３
９

（
緊
急
連
絡
先
）

☎
０
８
２
０
‐
４
８
‐
２
７
０
０

５
月
は
「
児
童
福
祉
月
間
」

　　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
市
内
の
幼

稚
園
・
保
育
園
の
園
児
が
作
成
し

た
こ
い
の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
す
。

     光市役所代表番号　☎ 0833-72-1400　       http://www.city.hikari.lg.jp/

4
月
1
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31

日
ま
で
に
第
３
子
以
降
の
お
子
さ

ん
が
生
ま
れ
た
世
帯

●
申
込
方
法　

出
生
届
提
出
時

に
、
窓
口
で
受
け
取
ら
れ
た
申
込

書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
県
こ
ど
も
政
策
課

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
７
５
４

●
期
間　

５
月
10
日
㈰
ま
で

●
場
所　

あ
い
ぱ
ー
く
光

問
子
ど
も
家
庭
課
保
育
・
子
育
て

支
援
係
（
あ
い
ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
５



下
水
道
排
水
設
備
工
事　

責
任
技
術
者
試
験
の
実
施

　

排
水
設
備
の
工
事
は
、
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の
い

る
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
行
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

責
任
技
術
者
の
認
定
試
験
は
2

年
に
１
回
実
施
し
て
お
り
、
平
成

27
年
度
が
実
施
年
と
な
り
ま
す
。

●
日
時　

７
月
10
日
㈮

●
受
付
期
間　

４
月
28
日
㈫
〜
５

月
19
日
㈫

優
良
運
転
者
な
ど
の
表
彰

　　

光
交
通
安
全
協
会
で
は
、
優
良

運
転
者
な
ど
の
表
彰
を
行
っ
て
い

ま
す
。
表
彰
を
希
望
す
る
人
は
、

自
動
車
安
全
運
転
セ
ン
タ
ー
（
県

警
察
本
部
内
）
が
発
行
す
る
「
無

事
故
・
無
違
反
証
明
」
を
取
得
の

上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

運
転
免
許
を
所
有
し
て

い
る
光
交
通
安
全
協
会
の
会
員

で
、
過
去
５
年
間
以
上
交
通
違
反

や
交
通
事
故
の
な
い
人

●
申
込
期
限　

6
月
10
日
㈬

問
光
交
通
安
全
協
会

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
０
６
４
２

東
部
高
等
産
業
技
術
学
校

訓
練
生

●
課
程　

Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ
Ａ
Ｍ
短
期

コ
ー
ス
（
新
設
）
、
溶
接
科
短
期

コ
ー
ス

  

山
口
自
死
遺
族
の
集
い

               　

   「
ク
ロ
ー
バ
ー
」

   

大
切
な
人
を
自
殺
で
亡
く
し
た

遺
族
の
人
が
集
い
、
語
り
合
う
場

で
す
。

●
日
時　

毎
月
第
３
土
曜
日　

13

時
30
分
〜
15
時
30
分
（
8
月
・
12

月
を
除
く
）

●
場
所　

防
府
総
合
庁
舎
（
防
府

市
駅
南
町
13
‐
40
）

●
参
加
費　

２
０
０
円（
茶
菓
子
代
）

※
初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
電
話

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
5
‐
２
７
‐
３
４
８
０

歌
会
始
の
お
題
お
よ
び　

詠
進
要
領

●
平
成
28
年
歌
会
始
の
お
題

　
「
人
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
詠
進
要
領

○
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

○
習
字
用
の
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
）、
生
年

月
日
、
性
別
、
職
業
を
毛
筆
で
自

書
（
縦
書
き
）
し
て
く
だ
さ
い
。

※
病
気
ま
た
は
身
体
障
害
の
た
め

毛
筆
で
自
書
で
き
な
い
場
合
は
、

代
筆
や
点
字
な
ど
に
よ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
宮
内
庁

（
左
上
参
照
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
詠
進
の
期
限　

９
月
30
日
㈬

●
募
集
期
間
／
選
考
日　

5
月
8

日
㈮
／
５
月
21
日
㈭

●
訓
練
期
間　

６
月
５
日
㈮
〜
11

月
19
日
㈭

●
定
員　

各
10
人

※
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
立
東
部
高
等
産
業
技
術
学

校☎
０
８
３
４
‐
２
８
‐
２
２
３
３

Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎　
　
　

　
　
　
　

ウ
イ
ル
ス
検
査

●
日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日　

10

時
〜
11
時
（
要
予
約
）

●
場
所　

周
南
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
周
南
市
毛
利
町
２
‐
38　

周
南
総
合
庁
舎
３
階
）

●
検
査
費
用　

無
料

※
結
果
は
原
則
と
し
て
郵
送
で
通

知
し
ま
す
の
で
、
結
果
郵
送
料
82

円
が
必
要
で
す
。

【
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録
】

●
日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日　

９

時
〜
10
時
（
要
予
約
）

●
場
所　

周
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
登
録
要
件　

体
重
が
男
性
45
㎏

以
上
／
女
性
40
㎏
以
上
、
18
歳
か

ら
54
歳
ま
で
の
健
康
な
人

問
周
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
健

康
増
進
課
地
域
保
健
班

☎
０
８
３
４
‐
３
３
‐
６
４
２
５

●
場
所　

県
セ
ミ
ナ
ー
パ
ー
ク

（
山
口
市
）

※
詳
し
く
は
、
山
口
県
下
水
道
協

会

（
左
上
参
照
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
下
水
道
課
排
水
設
備
係

（
消
印
有
効
）

●
郵
便
の
宛
先　
「
〒
１
０
０
‐

８
１
１
１　

宮
内
庁
」
と
し
、
封

筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書
き
添
え
て

く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
方
法　

疑
問
が
あ
る
場

合
は
、
宮
内
庁
式
部
職
宛
に
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、

返
信
用
切
手
を
貼
っ
た
封
筒
を
添

え
て
、
９
月
20
日
㈰
ま
で
に
文
書

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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第
２
回
憩
い
の
家
交
流　

カ
ラ
オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会

●
日
時　

５
月
10
日
㈰　

13
時
〜

16
時

●
場
所　

市
民
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

問
カ
ラ
オ
ケ
大
会
実
行
委
員
会
事

務
局
（
東
部
憩
い
の
家
内
）

☎
０
８
３
3
‐
７
８
‐
０
８
１
５

山口県下水道協会　 http://www.gesui-yamaguchi.jp/

宮内庁　 http://www.kunaicho.go.jp/　

「
看
護
の
日
」
行
事

　【
光
総
合
病
院
会
場
】

●
日
時　

5
月
13
日
㈬　

９
時
〜

12
時

●
場
所　

１
階
フ
ロ
ア

●
内
容　

健
康
相
談
、足
湯
・
フ
ッ

ト
ケ
ア
な
ど
の
各
種
体
験
コ
ー

ナ
ー

問
光
総
合
病
院

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
０
０
0

【
大
和
総
合
病
院
会
場
】

●
日
時　

5
月
13
日
㈬　

９
時
〜

11
時

●
場
所　

１
階
待
合
ロ
ビ
ー

●
内
容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
認
知

症
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
な
ど

問
大
和
総
合
病
院

☎
０
８
２
０
‐
４
８
‐
２
１
１
１

～親子ふれあいチャレンジ体験～

　子ども同士や親子のふれあいを深めながら、協調
性・創造性を養ってみませんか。

 「少年少女セミナー」の
　　　　 受講生を募集します

✿対象　下表の全日程に参加できる市内小学１年生
から３年生までの児童と保護者
✿募集組数　30組（応募多数の場合は抽選）
✿受講料　児童 1人につき年額 1,000 円
　　　　　※実習費は別途実費負担が必要
✿申込方法　ハガキに住所、児童と保護者の氏名（ふ
りがな）、性別、学校名、学年、年齢、電話番号（緊
急連絡先）を記入の上、お申し込みください。（※
応募はハガキ１枚につき親子１組）
✿申込期限　5月 13日㈬（消印有効）

問青少年センター（〒 743-0011  光市光井九丁目18-3）
　　  ☎0833-72-2245

の
します

パ
ソ
コ
ン
学
習
会

　　

エ
ク
セ
ル
で
住
所
録
を
作
っ
て

地
球
温
暖
化
防
止
活
動　

推
進
員

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
、
県
の
委
嘱

を
受
け
て
地
域
に
お
け
る
地
球
温

暖
化
防
止
活
動
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

●
任
期　

６
月
１
日
〜
平
成
29
年

５
月
31
日

●
募
集
期
限　

５
月
22
日
㈮

※
応
募
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
県
環
境
生
活
部
環
境
政
策
課

地
球
温
暖
化
対
策
班

☎
０
８
３
‐
９
３
３
‐
２
６
９
０

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

６
月
17
日
㈬　

13
時
30

分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー

●
募
集
人
数　

先
着
6
人

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

●
持
参
物　

パ
ソ
コ
ン
（
５
０
０

円
で
貸
出
可
）

●
申
込
方
法　

5
月
12
日
㈫
以
降

に
電
話
で
受
け
付
け
ま
す
。

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
３
４
４
７

 光市役所代表番号　☎ 0833-72-1400 

●
開
設
日　

4
月
30
日
㈭
、
5

月
11
日
㈪
、
21
日
㈭

●
時
間　

20
時
ま
で

●
場
所　

市
役
所
収
納
対
策
室

●
取
扱
業
務　

市
税
等
の
収
納

お
よ
び
納
付
相
談

　

郵
便
局
で
市
税
等
を
納
付
す

る
場
合
の
郵
便
振
替
用
紙
は
、

収
納
係
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
収
納
対
策
室

回

1

2

3

4

5

日程 場所 学習内容

  5 月 23 日㈯
9:30 ～ 11:30

  7 月 18 日㈯
9:00 ～ 12:00

10 月 24 日㈯
9:30 ～ 13:00

11 月 28 日㈯
9:30 ～ 12:00

  1 月 23 日㈯
9:30 ～ 12:00

  地域づくり
支援センター
   （体育室）

  教育委員会
（1階ホール）

あいぱーく光
（栄養実習室）

  教育委員会
（1階ホール）

光井公民館
 （ホール）

開講式「仲間づくりにチャレンジ！
　　　　～みんな友達になろう～」

「科学にチャレンジ！
～大きなシャボン玉と虹の万華鏡～」

「かむかむレシピにチャレンジ！
～おいしい♪楽しい♪クッキング～」

「ツリーづくりにチャレンジ！
～わくわくもうすぐクリスマス～」

「英語にチャレンジ！～ ABC、英語で
  楽しくあそびましょう♪～」閉講式28

年

平
成



24広報ひかり　平成27年4月25日号

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

に
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
18
歳
以

上
の
人

●
受
講
料　

年
額
１
５
０
０
円

●
申
込
方
法　

4
月
28
日
㈫
か
ら

電
話
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

★
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験
会

●
日
時　

５
月
17
日
㈰　

12
時
30

分
〜
15
時
（
雨
天
中
止
）

●
集
合
場
所　

イ
ベ
ン
ト
広
場

●
参
加
費　

○
小
学
生
…
５
０
０
円

○
中
学
生
以
上
…
１
０
０
０
円

※
中
学
生
以
下
の
人
は
、
保
護
者

の
同
伴
が
必
要
で
す
。

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。
（
半
ズ
ボ
ン
、
ス
カ
ー

ト
、
サ
ン
ダ
ル
は
不
可
）

◎
休
園
日　

第
２
・
第
４
水
曜
日

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
、祝
日
、

第
１
火
曜
日　

　
★
成
人
大
学
講
座
受
講
者
募
集

　

生
涯
学
習
の
一
環
と
し
て
、
歴

史
や
美
術
、
哲
学
な
ど
に
つ
い
て

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
時
間　

13
時
30
分
〜
15
時

★
か
る
か
る
教
室

　

足
の
裏
を
触
り
姿
勢
を
整
え
、

疲
れ
に
く
い
身
体
を
手
に
入
れ
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

５
月
28
日
㈭　

９
時
30

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
申
込
期
限　

５
月
13
日
㈬
必
着

問
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
教
育

委
員
会
文
化
・
社
会
教
育
課
内
）

（
〒
７
４
３
‐
０
０
１
１　

光
市

光
井
九
丁
目
18
‐
３
）　　
　
　

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
２
２
４
５

℻
０
８
３
３
‐
７
２
‐
２
２
４
６

教
養
講
座
（
ヨ
ガ
・
中
国
語
）

【
ヨ
ガ
】

●
開
催
日　

毎
週
火
曜
日
（
６
月

2
日
㈫
〜
平
成
28
年
３
月
）

●
場
所　

地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー

●
受
講
料　

月
額
１
０
０
０
円

●
持
参
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
な
ど

【
中
国
語
】

●
開
催
日　

毎
週
金
曜
日
（
６
月

5
日
㈮
〜
平
成
28
年
３
月
）

●
場
所 

光
井
公
民
館 

●
受
講
料　

月
額
１
０
０
０
円

（
別
途
教
材
費
が
必
要
）

【
共
通
事
項
】

●
時
間　

19
時
〜
20
時

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内

に
勤
務
し
て
い
る
人（
学
生
は
除
く
）

●
募
集
人
数　

15
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

●
申
込
方
法　

講
座
名
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
ま

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
二
三
会
公
開
講
座

【
音
楽
を
聴
く
会
】

●
日
時　

５
月
20
日
㈬　

13
時
30

分
〜
15
時

●
場
所　

光
井
公
民
館

●
受
講
料　

無
料

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
３
４
４
７

分
〜
11
時

●
集
合
場
所　

イ
ベ
ン
ト
広
場

●
参
加
費　

５
０
０
円
（
１
回
）

●
講
師　

本
村
康
子
さ
ん
（
日
本

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
協
会
認
定
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
）

●
持
参
物　

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
、
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト

●
申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

開　催　日 演　　  　題 講　　　　師

7 月 11 日㈯

8 月 8 日㈯

9月 19 日㈯

11 月 14 日㈯

 12 月 5 日㈯

5月 23 日㈯

６月 13 日㈯

光市の歴史と文化遺産

西洋美術史入門　ヴァザーリの『美術家列伝』について

古代ギリシャ哲学者　ソクラテス

今後のエネルギー問題を考える

これからの学校は　-地域とともにある学校づくり -

吉田松陰とその家族

熊毛王の墓　茶臼山古墳の謎

植村芳弘さん（光地方史研究会会長）

藤川哲さん（山口大学人文学部教授）

後藤淳さん（東亜大学人間科学部教授）

重松宏武さん（山口大学教育学部准教授）

霜川正幸さん（山口大学教育学部教授）

一坂太郎さん（萩博物館　特別学芸員）

松岡睦彦さん（柳井市文化財保護審議会会長）
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■場所　市民ホール（大ホール）
■チケット   ※全３講座共通券
　一般2,500円、文高会員・学生2,000円
　障害者 1,000 円、高校生以下無料
【プレイガイド】　市民ホール、市役所受付、 
文化センター、ふるさと郷土館、大和支所、
各出張所、虹の文具館、光ギフトセンター、
かねなが書店、BOOKハウスフルカワほか
■問合せ　市民ホール　☎ 0833-72-1441

✿第 3講座　
　「村岡花子～『赤毛のアン』に託した未来へ
の希望」
■日時　7月 29日㈬　18時 30分～ 20時
■講師　 村岡恵理さん（作家、翻訳家村岡花子の孫） 

✿第 2講座
　「はじまりは坂の途中で～日本文学が見せる
  人間のゆとりと威厳について考えるために」　
■日時　7月 17日㈮　18時 30分～ 20時
■講師　ロバート キャンベルさん（東京大学大学院教授）

✿第 1講座
　「おばあさんの魅力 ～文化の伝承について」
■日時　7月 11日㈯　13時～ 14時 30分
■講師　岩下尚史さん（作家） 

市民夏季大学第44回

◎
入
館
料　

２
５
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）

◎
休
館
日　

毎
週
月
曜
日
（
祝
日

の
場
合
は
翌
日
）、
第
1
火
曜
日

★
古
着
で
作
る
掛
軸
展
（
人
形
・

小
物
展
と
同
時
開
催
）

●
会
期　

5
月
９
日
㈯
〜
24
日
㈰

●
展
示
者　

吉
村
博
子
さ
ん
、
森

下
佳
代
子
さ
ん

★
体
験
教
室

「
古
着
で
作
る
は
が
き
掛
け
教
室
」

●
日
時　

５
月
31
日
㈰

◎
休
館
日　

毎
月
第
４
木
曜
日

★
ア
ク
テ
ィ
ブ
ヨ
ー
ガ
教
室
（
初

心
者
）
参
加
者
募
集

●
日
時　

毎
週
火
曜
日　

18
時
30

分
〜
19
時
30
分

●
募
集
人
数　

先
着
20
人

●
内
容　

ヨ
ー
ガ
（
パ
ワ
ー
ヨ
ー

ガ
系
）　

●
持
参
物　

運
動
の
で
き
る
服

装
・
タ
オ
ル
・
水
分
補
給
用
の
飲

料
水
（
ふ
た
の
あ
る
も
の
）

●
参
加
費　

月
額
２
０
０
０
円　

（
初
回
の
み
光
市
ス
ポ
ー
ツ
安
全
会

加
入
金
１
０
０
円
が
別
途
必
要
）

●
対
象　

18
歳
以
上
の
健
康
な
人

●
申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
９
時
〜
12
時　

②
13
時
〜
16
時

●
講
師　

吉
村
博
子
さ
ん

●
募
集
人
数　

各
回
先
着
６
人

●
材
料
費　

１
２
０
０
円

●
申
込
方
法　

5
月
９
日
㈯
以
降

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

✿
出
展
者
募
集
（
無
料
）

　

平
成
28
年
4
月
以
降
に
出
展
す

る
個
人
・
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

自
慢
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
創
作
品

を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ロバート
キャンベルさん岩下尚史さん 村岡恵理さん

◎
5
月
10
日
ま
で
の
休
館
日　

　

毎
週
月
曜
日
（
5
月
4
日
㈷
は

開
館
）、
5
月
７
日
㈭

★
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
プ
レ
マ
マ
の
た

め
の
絵
本
カ
フ
ェ

●
日
時　

５
月
27
日
㈬　

10
時
〜

11
時
30
分

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
、
0
〜
８

カ
月
児
と
そ
の
保
護
者

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介

や
楽
し
み
方
な
ど

●
募
集
人
数　

先
着
30
人

●
申
込
方
法　

4
月
28
日
㈫
以
降
に

来
館
、
電
話
、 （
上
記
参
照
）
の

い
ず
れ
か
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

図書館　 library@edu.city.hikari.lg.jp 
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暮らしの相談コーナー 5⽉5⽉
■司法書士無料法律相談
※要予約
●日時　14日㈭　
9時～ 12時
※一人 30分程度
●場所　市役所 3 階
会議室
●定員　6人
●相談内容　多重債
務、不動産登記、会社・
法人登記、訴訟手続、
成年後見
※多重債務は、事前記入
事項があります。予約時
にお申し出ください。
●申込方法　7日㈭８
時 30 分から電話受け
付けを開始します。
（土・日曜日を除く）
問生活安全課市民相
談係

■行政相談
●日時　7日㈭

9時～ 12時
●場所　大和支所

●日時　28日㈭
9時～ 12時
●場所　あいぱーく光
問生活安全課市民相談
係

■心配ごと相談
●日時　7日㈭
9時～ 12時
●場所　大和支所

●日時　21日㈭　
9時～ 12時
●場所　あいぱーく光
問社会福祉協議会
☎ 0833-74-3020
　
■人権相談
●日時　7日㈭
9時～ 12時
●場所　大和支所

●日時　14 日㈭、28
日㈭　
9時～ 12時
●場所　あいぱーく光
問人権推進課

■弁護士無料相談会
●日時　15日㈮
10時～12時
13時～ 15時
※一人 20分程度
●場所　周南地区法律
相談センター（周南市
岐山通り 2-11 江村ビ
ル１階）
●申込方法　1日㈮ 9
時から電話受け付けを
開始します。
問山口県弁護士会周
南地区会
☎ 0834-31-4029

■教育相談
●日時　月～金曜日　

8時30分～19時
※水曜日は17時15分
まで
●相談受付電話
☎ 0120-72-3749
問青少年センター
☎ 0833-72-2245

■年金相談
※要予約
●日時　13日㈬
9時 30分～ 12時
13時～ 15時 30分
●場所　市役所 3 階
会議室
問徳山年金事務所
☎ 0834-31-2152

 光市役所代表番号　☎ 0833-72-1400 　

3月

市長『わ』日記

対話 調和 誠実 親切人の輪 「やさしさあふれる
　　『わ』のまち　ひかり」

市川市長が 3 月に参加した行事を紹介します。詳しくは をご覧ください。　 http://www.city.hikari.lg.jp

　詳しくは下記 参照か、広報広聴係にお問い
合わせください。　問広報広聴係 　

『市長と気軽にミーティング』

■ 13 日㈮
　 光市出身のプロレスラー

「宝城カイリ」選手 表敬訪問（写真①）
■ 15 日㈰
　第 5回なぎさ復活コンサート（写真②）
■ 18 日㈬　 
　東日本大震災復興支援事業松の育苗セレモニー 
■ 19 日㈭
　光地区消防組合および光市消防団

新車両配備式（写真③）
■ 30 日㈪
　陶芸作家 兼田文男氏寄贈品贈呈式（写真④）
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月前半5

●人権相談（9時～、あいぱーく光）
●司法書士無料法律相談（9時～、市役
所　※要予約）

木14

●ちょっと大きな絵手紙展（18 日まで、
9時～、冠山総合公園）15

金

●「看護の日」行事（9時～、光総合病
院／大和総合病院）
●年金相談（9時 30分～／ 13時～、市
役所　※要予約）
●パソコン学習会（13時 30分～、地域
づくり支援センター）

水13

●育児・1歳児お誕生・歯の健康相談、
健康相談（9時 30 分～、周防公民館）
●癒しのカウンセリング（13 時 30 分～、
あいぱーく光　※要予約）

12
火

●夜間収納相談窓口（20 時まで、市役所）11
月

●初めてのプリザーブドフラワー体験会
（10 時～／ 13 時～、冠山総合公園）
●「ばらの苗木」500 円くじ（受付 13
時～、冠山総合公園）
●第 2 回憩いの家交流カラオケのど自
慢大会（13 時～、市民ホール）

10
日

●母の日「押花教室」（10 時～／ 13 時～、
冠山総合公園）
●古着で作る掛軸展（24 日まで、ふる
さと郷土館）
●第 8回ばら祭（24 日まで、冠山総合
公園）

9
土

4
祝

5
祝

●行政、心配ごと、人権相談（9時～、
大和支所）
●育児・1歳児お誕生・歯の健康相談、
2 歳児お誕生相談、成人歯科健診（13
時 30 分～、あいぱーく光）

木7

休6

●春の押し花展（10 日まで、10 時～、
冠山総合公園）8

金

2
土

●子どもの日ふらわーあれんじめんと教
室（10 時～／ 13 時～、冠山総合公園）3

祝

1
金

　広報4月10日号13頁の「高齢者の肺炎球菌感染症予防接種」の表
において、対象生年月日の一部に誤りがありました。正しくは今年度
90歳になる人　大正14年4月2日～大正15年4月1日です。
　お詫びして訂正します。

【お詫びと訂正】
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広報ひかり　平成27年4月25日号

人のうごき【3月31日現在】
人　　口 52,856（-151） 男　25,182（-82） 女　27,674（-69） 世帯数　23,186（-5）

※(　)内は前月からの増減を示しています。　

未
来
へ

　市では、平成 20 年度に「ふるさと光応援寄附金」制度を創設し、皆さんからの寄附金を募集しています。
平成 26 年度は、9人の方からご寄附をいただくとともに、温かいメッセージをお寄せいただきました。
　ご寄附いただいた方への感謝の気持ちを忘れることなく、有効に活用させていただき、これまで以上に
本市の魅力を高める施策を進めてまいります。

ふるさと光応援寄附金を募集しています

ふるさと光応援寄附金

✿白砂青松を守ってください。
✿光市を離れて四半世紀経って
　しまいましたが、自然豊かな、
　誇るべきふるさとと思ってい
　ます。これからも帰りたくな
　る街でありますように。
✿ボーイスカウト世界大会の成
　功をお祈りしています。

■お寄せいただいたメッセージの一部をご紹介します

❖申込方法　寄附申出書に記入の上、持参、郵送、
　FAX、Eメールのいずれかでお申し込みくださ
　い。寄附申出書は、市 （下記参照）からダウ
　ンロードできるほか、市から郵送します。
❖申し込み・問合せ　企画調整課企画係
　〒 743-8501　光市中央六丁目 1-1
　☎ 0833-72-1400　℻ 0833-72-1436
　 kikaku@city.hikari.lg.jp
　 http://www.city.hikari.lg.jp/

❖寄附金の活用方法
　次の 4つから選んでいただきます。
■「おっぱい都市宣言」の理念を踏まえた少子化
　対策に関する事業
■「自然敬愛都市宣言」の理念を踏まえた環境保
　全活動に関する事業
■「安全・安心都市宣言」の理念を踏まえた安全
　で安心して生活できるまちづくりに関する事業
■ その他希望する事業（市長が認める事業）

問企画調整課企画係　☎0833-72-1400

　ふるさと光市を応援したいという思いを寄附金という形でお受けし、応援していただく皆さんのご意
向に沿った事業に有効に活用させていただきます。引き続き、心温まる応援をよろしくお願いします。
　なお、市では寄附控除限度額の引き上げなどに伴い、今後制度の見直しを行います。詳しくは、
改めてお知らせします。

■寄附金額と活用事業　（寄附金合計額 255 万円）

松林を害虫から守るための保全事業

1万円

3万円
10 万円

5万円

100 万円

図書館の器具購入

公立保育所施設耐震化推進事業

30 万円

1万円
5万円

100 万円

松林を害虫から守るための保全事業

松林を害虫から守るための保全事業

防災用備品の購入
ジャンボリー歓迎行事実施事業
もの忘れ相談プログラムの拡充
公立保育所施設耐震化推進事業

（寄附金額） （平成 27 年度活用事業）
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